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1. 平成29年11月期第3四半期の連結業績（平成28年12月1日～平成29年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年11月期第3四半期 3,510 △4.7 385 △22.0 392 △18.4 467 31.7

28年11月期第3四半期 3,685 3.3 493 47.5 480 43.0 354 △76.4

（注）包括利益 29年11月期第3四半期　　581百万円 （97.2％） 28年11月期第3四半期　　294百万円 （△81.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年11月期第3四半期 64.14 ―

28年11月期第3四半期 48.69 ―

　当社は、平成28年６月１日を効力発生日として普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式
併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年11月期第3四半期 14,726 10,172 68.9

28年11月期 14,065 9,707 68.9

（参考）自己資本 29年11月期第3四半期 10,150百万円 28年11月期 9,684百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年11月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00

29年11月期 ― 0.00 ―

29年11月期（予想） 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年11月期の連結業績予想（平成28年12月 1日～平成29年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,845 △1.3 532 △18.5 520 △18.2 576 19.9 79.02

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用)」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年11月期3Q 7,300,000 株 28年11月期 7,300,000 株

② 期末自己株式数 29年11月期3Q 10,554 株 28年11月期 10,532 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年11月期3Q 7,289,457 株 28年11月期3Q 7,289,766 株

　当社は、平成28年６月１日を効力発生日として普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該
株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　今後、業績予想に修正が生じた場合は、速やかに開示いたします。

　業績予想の前提となる条件等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を
ご覧下さい。



丸八倉庫株式会社(9313) 平成29年11月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………７

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………７

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………８

決算短信（宝印刷） 2017年10月04日 09時43分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



丸八倉庫株式会社(9313) 平成29年11月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響等に留意を要

する状況ながら、企業収益に改善の動きがみられ、設備投資にも持ち直しの動きがみられたほか、雇用・所得情勢も

改善傾向にあり、各種政策の効果もあって、総じて景気は緩やかな回復基調が続きました。

このような経済情勢にあって、物流業界におきましては、保管残高数量・金額とも前年同月比増加に転じる等、国

内貨物の荷動きに回復傾向がみられるものの、競争の激化等もあり、厳しい状況が続いております。また、不動産賃

貸業界におきましては、需給改善の兆しはあるものの賃料水準の本格的回復には至っておりません。

このような状況の下、当社グループは顧客ニーズの的確な把握と適切な管理を徹底してまいりました。具体的には、

千葉県八街市の新規倉庫が計画通りに稼働しているほか、仙台市の賃貸マンションも計画通りに稼働しております。

また、清澄の賃貸マンション建設も計画通り進捗しております。以上の施策のほか、きめ細かなサービスを提供しな

がら、既存顧客との取引拡大や新規顧客の獲得に努めてまいりました。

この結果、売上高は、宇都宮営業所売却に伴う貸倉庫料の減収を主たる要因として前年同期比174百万円（4.7%）減

の3,510百万円となりました。また、営業利益は各経費の削減に努めてまいりましたが、前年同期比108百万円

（22.0%）減の385百万円となり、経常利益は前年同期比88百万円（18.4%）減の392百万円となりました。親会社株主

に帰属する四半期純利益は、宇都宮営業所の売却益の計上等により前年同期比112百万円（31.7%）増の467百万円とな

りました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

物流事業

物流事業では、新規顧客の獲得等に努めてまいりましたが、貸倉庫料の減収を主たる要因として、売上高は前年

同期比161百万円減の3,321百万円となりました。セグメント利益は前年同期比82百万円減の665百万円となりまし

た。

不動産事業

不動産事業では、賃貸不動産の売却に伴い不動産賃貸料が減収となり、売上高は前年同期比13百万円減の188百万

円となりました。セグメント利益は前年同期比30百万円減の46百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、有形固定資産は減少したものの現金及び預金の増加等により前期

末比661百万円増の14,726百万円となりました。負債は、長期借入金の増加等により前期末比195百万円増の4,553百万

円となり、純資産は利益剰余金の増加により前期末比465百万円増の10,172百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末とほぼ同水準の68.9%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、平成29年１月13日に公表しました通期連結業績

予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 259,027 970,151

受取手形及び営業未収入金 326,270 316,288

繰延税金資産 33,195 33,195

その他 121,365 233,412

流動資産合計 739,859 1,553,048

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,308,674 4,243,957

機械装置及び運搬具（純額） 313,002 164,943

土地 5,601,685 4,803,413

建設仮勘定 1,250,491 1,676,339

その他（純額） 216,001 214,758

有形固定資産合計 11,689,855 11,103,412

無形固定資産

借地権 995 71,522

その他 44,766 40,274

無形固定資産合計 45,761 111,797

投資その他の資産

投資有価証券 1,045,981 1,412,353

従業員に対する長期貸付金 2,900 2,020

差入保証金 472,281 475,949

会員権 9,653 9,653

繰延税金資産 33,344 32,588

その他 25,473 25,397

投資その他の資産合計 1,589,634 1,957,962

固定資産合計 13,325,251 13,173,172

資産合計 14,065,110 14,726,220
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 120,642 105,697

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 351,600 290,852

未払金 37,493 14,824

未払費用 99,893 36,081

未払法人税等 147,228 122,744

未払消費税等 17,059 141,794

前受金 179,249 166,734

賞与引当金 - 25,149

その他 10,690 9,089

流動負債合計 1,063,858 1,012,967

固定負債

長期借入金 1,761,400 2,257,198

繰延税金負債 515,625 564,981

役員退職慰労引当金 233,832 113,191

退職給付に係る負債 118,568 62,542

長期預り保証金 654,966 532,630

その他 9,717 9,717

固定負債合計 3,294,110 3,540,261

負債合計 4,357,968 4,553,228

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 4,923,901 5,275,529

自己株式 △5,236 △5,256

株主資本合計 9,493,201 9,844,809

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 191,742 305,266

その他の包括利益累計額合計 191,742 305,266

非支配株主持分 22,197 22,916

純資産合計 9,707,141 10,172,991

負債純資産合計 14,065,110 14,726,220
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

売上高 3,685,197 3,510,748

売上原価 2,759,589 2,676,080

売上総利益 925,607 834,667

販売費及び一般管理費 431,816 449,321

営業利益 493,791 385,345

営業外収益

受取利息 155 358

受取配当金 15,740 19,563

土地区画整理清算益 1,731 -

その他 3,291 2,856

営業外収益合計 20,918 22,778

営業外費用

支払利息 10,805 14,056

支払手数料 23,500 2,019

その他 293 38

営業外費用合計 34,598 16,115

経常利益 480,110 392,008

特別利益

有形固定資産売却益 2,854 293,201

投資有価証券売却益 3,122 -

特別利益合計 5,976 293,201

特別損失

有形固定資産除却損 1,400 3

ゴルフ会員権評価損 4,050 -

特別損失合計 5,450 3

税金等調整前四半期純利益 480,637 685,206

法人税等 124,636 216,975

四半期純利益 356,001 468,231

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,058 718

親会社株主に帰属する四半期純利益 354,942 467,512
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

四半期純利益 356,001 468,231

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △61,052 113,524

その他の包括利益合計 △61,052 113,524

四半期包括利益 294,948 581,755

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 293,889 581,036

非支配株主に係る四半期包括利益 1,058 718
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（追加情報）

繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額 (注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,483,129 202,067 3,685,197 ― 3,685,197

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,483,129 202,067 3,685,197 ― 3,685,197

セグメント利益 747,987 76,919 824,907 △331,116 493,791

(注) １. セグメント利益の調整額△331,116千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額 (注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,321,757 188,990 3,510,748 ― 3,510,748

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,321,757 188,990 3,510,748 ― 3,510,748

セグメント利益 665,619 46,452 712,071 △326,726 385,345

(注) １. セグメント利益の調整額△326,726千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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